
““ビビララ配配っっててままししたたねね””とと共共感感

（１） ２０００年３月１０日

↑
県
庁
前
で
の
シ
ュ
プ

レ
ヒ
ー
ル

←
寒
か
っ
た
朝
ビ
ラ

（
地
下
鉄
名
古
屋
港
）

刈
谷
労
働
基
準
監
督
署
へ
の

要
請
は
、
地
区
国
公
と
地
域
労

連
、
ト
ヨ
タ
関
連
企
業
の
労
働

者
と
共
同
で
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

の
実
態
を
告
発
し
、
是
正
さ
せ

よ
う
と
三
年
前
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
地
域
労
連
と
ト

ヨ
タ
関
連
企
業
（
日
本
デ
ン
ソ

ー
、
ア
イ
シ
ン
精
機
、
ト
ヨ
タ

車
体
、
豊
臣
工
機
）
か
ら
九
名

の
労
働
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
残
業
の
横
行
や
経

費
削
減
の
中
で
の
自
腹
を
切
っ

た
用
具
な
ど
の
使
用
や
、
一
斉

年
休
の
半
ば
強
要
な
ど
の
実
態

が
生
々
し
く
紹
介
さ
れ
、
そ
の

是
正
に
つ
い
て
労
働
基
準
監
督

署
に
迫
り
ま
し
た
。

工
場
閉
鎖
で
話
題
に
な
っ
て

い
る
ト
ヨ
タ
車
体
に
つ
い
て

も
、
監
督
署
は
重
大
な
関
心
を

も
っ
て
お
り
、
「
関
係
者
に
労

基
署
に
来
て
説
明
を
し
て
も
ら

う
こ
と
も
考
え
て
い
る
」
こ
と

も
明
ら
か
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
要
請
に
よ
っ
て
、
急
に

残
業
手
当
が
支
払
わ
れ
た
り
サ

ー
ビ
ス
残
業
が
激
減
し
る
事
例

も
出
て
い
ま
す
。
継
続
は
力
な

り
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

（
西
三
河
南

桜
井
善
行
）

監監
督督
署署
へへ
要要
請請

トト
ヨヨ
タタ
関関
連連
のの
ササ
ーー
ビビ
スス
残残
業業
是是
正正
をを
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県
行
動
は
午
前
中
、
四
〇
人

の
休
暇
部
隊
が
、
中
立
組
合
を

は
じ
め
「
連
合
」
傘
下
の
四
三

組
合
に
「
解
雇
規
制
法
・
労
働

者
保
護
法
の
制
定
」
署
名
や
最

賃
、
万
博
署
名
な
ど
を
持
ち
、

申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

対
応
に
出
た
各
組
合
の
役
員

に
、
職
場
の
実
態
を
聞
き
な
が

ら
「
年
金
改
悪
反
対
の
国
会
前

で
の
連
帯
の
よ
う
に
、
解
雇
規

制
法
で
は
、
愛
知
で
も
共
同
し

て
運
動
し
ま
し
ょ
う
」

と
要
請
し
ま
し
た
。
愛

労
連
と
聞
い
て
拒
否
反

応
を
示
す
組
合
も
あ
り

ま
し
た
が
「
愛
労
連
さ

ん
は
、
い
ろ
ん
な
取
り

組
み
を
さ
れ
て
ま
す
ね
」
「
今

朝
、
地
下
鉄
で
チ
ラ
シ
を
ま
い

て
み
え
ま
し
た
ね
」
「
年
金
改

悪
は
本
当
に
ひ
ど
い
。
連
合
も

署
名
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
違
い
が

あ
っ
て
も
解
雇
規
制
法
は
共
通

の
課
題
。
連
合
と
の
調
整
が
あ

れ
ば
一
緒
に
や
っ
て
も
…
…
」

「
個
人
的
に
は
自
然
を
壊
し
て

ま
で
万
博
を
す
る
意
味
が
あ
る

の
か
と
思
う
が
、
も
う
や
め
ら

れ
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
」
な
ど

対
話
が
す
す
み
ま
し
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
違

い
が
あ
っ
て
も
、
一
致
す
る
要

求
課
題
で
は
共
同
行
動
の
可
能

性
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
取
り

組
み
で
し
た
。

不
況
下
で
地
域
の
中
小
企
業

が
ど
ん
な
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
か
、
経
営
者
と
対
話
し
今
後

の
運
動
に
生
か
そ
う
と
港
地
区

労
は
、
昨
年
の
１１
・
１７
総
行
動

に
引
き
続
き
中
小
企
業
訪
問
を

取
り
組
み
ま
し
た
。

今
回
は
二
〇
人
が
、
明
徳
町

や
小
碓
町
の
三
五
の
工
場
を
訪

門
。
訪
ね
た
工
場
で
は
「
単
価

は
親
会
社
が
決
め
る
。
そ
れ
が

イ
ヤ
な
ら
仕
事
が
な
く
な
る
」

「
納
期
も
一
方
的
に
設
定
さ
れ

断
れ
ば
、
次
に
仕
事
が
こ
な

い
」
「
仕
事
が
な
く
、
明
日
に

で
も
や
め
る
か
も
」
な
ど
、
大

企
業
の
一
方
的
な
下
請
け
単
価

の
切
り
下
げ
や
不
況
で
明
日
が

み
え
な
い
中
小
企
業
の
実
態
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
ま
し
た
。

息
子
と
二
人
き
り
で
模
型
工

場
を
や
っ
て
い
る
経
営
者
は
、

「
特
殊
な
仕
事
だ
か
ら
、
何
と

か
が
ん
ば
っ
て
き
た
が
、
も
う

限
界
。
大
手
が
受
注
し
、
時
々

下
請
け
で
回
さ
れ
て
も
材
料
費

だ
け
で
工
賃
も
で
な
い
。
万
博

や
空
港
で
儲
か
る
の
は
ゼ
ネ
コ

ン
だ
が
、
少
し
は
仕
事
が
あ
る

の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
が

…
」
と
あ
き
ら
め
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

解解
雇雇
規規
制制
法法
でで
共共
同同
をを

中中
小小
企企
業業
のの
実実
態態
把把
握握

�
連連
合合
愛愛
知知
�なな
どど
労労
組組
訪訪
問問

ああ
すす
のの
仕仕
事事
がが
なな
いい

話がはずんだ労組訪問

ホームページアドレスは
www.airoren.gr.jp

愛労連ホームページ開設
愛労連は３月１日からインターネッ

ト・ホームページを開設しました。
ぜひ、ご覧ください。

“日本の優れた技術が失なわれていく”
と嘆くおやじさん（中小企業訪問で）

第８３号

大
幅
賃
上
げ
で
不
況
打
開
を
�
大
企
業
の
身
勝
手
な
リ
ス

ト
ラ
反
対
�
自
自
公
三
党
の
悪
政
に
も
う
黙
っ
て
は
お
ら
れ

な
い
�
要
求
と
怒
り
の
声
が
全
国
で
広
が
っ
た
列
島
騒
然
２

・
２５
怒
り
の
総
行
動
。
愛
知
で
は
、
多
く
の
仲
間
が
早
朝
の

駅
頭
で
の
宣
伝
、
自
治
体
や
国
の
出
先
機
関
へ
の
要
請
、
夜

の
デ
モ
ま
で
、
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

労
組
訪
問
で
は
、
「
朝
、
ビ
ラ
も
ら
い
ま
し
た
」
と
話
題

に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
度
予
算
案
、
相
次
ぐ
年
金
や
雇
用

保
険
改
悪
法
案
の
審
議
と
解
散
・
総
選
挙
を
め
ぐ

る
緊
迫
し
た
情
勢
の
な
か
で
、
二
〇
〇
〇
年
春
闘

が
重
要
な
局
面
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
愛
知
県
で
は
財
政
破
綻
の
も
と
で
、
補

助
金
カ
ッ
ト
反
対
、
二
〇
〇
五
年
愛
知
万
博
の
抜

本
的
見
直
し
を
求
め
る
県
民
投
票
に
む
け
た
署
名

運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、
私
た
ち
の
要

求
や
願
い
を
実
現
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え

ま
し
た
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん

自
民
党
政
治
の
行
き
詰
ま
り
と
自
自
公
内
閣
の

正
体
が
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
見
え
て
き
ま
し
た
。

衆
議
院
の
定
数
削
減
の
強
行
や
数
で
押
し
切
ろ
う

と
す
る
二
〇
〇
〇
年
度
予
算
案
な
ど
の
審
議
経
過

は
、
そ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

国
民
は
、
選
挙
を
通
じ
て
政
策
や
政
治
姿
勢
を

み
て
政
党
や
候
補
者
を
選
び
ま
す
が
、
選
挙
が
終

わ
っ
た
ら
選
挙
で
の
約
束
を
投
げ
捨
て
た
り
、
政

党
間
を
わ
た
り
歩
い
た
り
し
た
の
で
は
、
間
接
民

主
主
義
は
死
滅
し
た
も
同
然
と
言
え
ま
す
。

い
ま
、
国
政
も
地
方
政
治
も
国
民
の
願
い
と
か

け
離
れ
た
動
き
が
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
国
政
で
は
野
党
共
闘
に
対
す
る
期
待
、
県

政
で
は
環
境
破
壊
の
万
博
反
対
、
税
金
の
ム
ダ
使

い
反
対
の
怒
り
の
声
が
大
変
な
勢
い
て
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
労
働
者
を
め
ぐ
る
雇
用
や
生
活
は

厳
し
く
、
こ
の
ま
ま
リ
ス
ト
ラ
首
切
り
や
産
業
・

企
業
再
編
成
が
進
む
と
、
労
働
者
や
国
民
犠
牲
の

み
に
止
ま
ら
ず
、
「
会
社
が
、
産
業
が
、
日
本
が

危
う
く
な
る
の
で
は
」
の
危
機
感
が
財
界
内
部
か

ら
も
起
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
営
々

と
し
て
積
み
上
げ
て
き
た
技
術
の
蓄
積
や
確
立
し

て
き
た
モ
ラ
ル
が
音
を
た
て
て
崩
れ
て
き
て
い
る

か
ら
で
す
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん

私
た
ち
の
輝
く
「
い
ま
と
未
来
」
を
築
く
た
め

に
、
こ
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
総
選
挙
に

知
恵
と
力
を
惜
し
み
な
く
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
心
か
ら
訴
え
ま
す
。

必
ず
勝
ち
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
被
害
者
が
絶
対

多
数
で
加
害
者
が
圧
倒
的
少
数
だ
か
ら
。

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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自自
自自
公公
のの
暴暴
走走
をを

スス
トト
ッッ
ププ
ささ
せせ
よよ
うう

不
況
打
開
、リ
ス
ト
ラ
反
対
、万
博
・
空
港
み
な
お
せ
�

国民が主人公の政治を総選挙でいまと未来を築くため

総総行行動動
２２．．２２５５
列列島島
怒怒りりのの

県県 行行 動動

港港地地区区労労

西西三三南南労労連連
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ククロロススワワーードド
ククイイズズ

新年号

ヨーロッパではあたり前の解雇規制

大企業やりたいほうだいのリストラ

名古屋工場閉鎖反対とたたかうＪＭＩＵ内田油圧支部

２０００年３月１０日

■
家
族
で
ス
キ
ー
に
行
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
の
給
料
で
は

年
に
一
回
、
日
帰
り
し
か
で
き

ま
せ
ん
。
何
と
か
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
（
吉

村
剛
、
全
運
輸
）
■
仕
事
が
減

っ
て
い
ま
す
。
残
業
が
少
な
く

な
る
の
は
い
い
で
す
が
、
少
し

は
な
い
と
賃
金
が
低
す
ぎ
て
生

活
は
大
変
。
切
り
つ
め
な
い
生

活
を
一
度
は
し
て
み
た
い
。
介

護
保
険
、
年
金
改
悪
も
っ
と
み

ん
な
で
話
し
合
い
た
い
で
す
ね

（
三
浦
雅
子
、
東
海
共
同
印
刷

労
組
）
■
介
護
保
険
も
っ
と
勉

強
を
！
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
と
環
境
汚
染
。
ゴ
ミ
処
理
問

題
で
す
ね
（
Ｋ
・
Ｔ
、
名
古
屋

市
職
労
）
■
職
場
で
は
来
年
度

か
ら
の
運
営
の
こ
と
で
、
頭
を

抱
え
て
い
ま
す
。
専
任
二
人
体

制
が
子
ど
も
の
人
数
が
確
保
で

き
な
い
た
め
、
維
持
で
き
そ
う

に
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
は
専
任
複
数
体
制
は

絶
対
必
要
で
す
。
国
は
も
っ
と

保
育
行
政
を
見
直
す
べ
き
で
す

（
仲
田
里
津
子
、
学
童
保
育
支

部
）
■
郵
便
局
の
職
場
も
効
率

化
計
画
の
名
の
も
と
、
定
員
が

減
ら
さ
れ
労
働
強
化
に
な
る
ば

か
り
で
す
。
そ
れ
に
人
事
交
流

と
い
っ
て
強
制
配
転
が
や
ら

れ
、
熟
練
労
働
者
が
い
な
く
な

り
、
利
用
者
に
し
わ
寄
せ
で
す

（
二
村
健
二
・
郵
産
労
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

当
選
者

発

表

新
年
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ

ズ
の
正
解
は
「
コ
ト
シ
モ
ヨ
ロ

シ
ク
」
で
し
た
。
応
募
者
全
員

が
正
解
。
抽
選
で
二
〇
名
の
方

に
図
書
券
を
送
り
ま
す
。

当
選
者
は
、
岩
瀬
康
一
（
愛
高

教
）
鈴
木
明
美（
瀬
戸
市
職
労
）

平
林
重
信
（
き
ず
な
）
佐
溝
暢

子
（
全
情
報
通
信
）
芳
賀
久
美

子
（
愛
高
教
）
空
直
樹
（
全
法

務
）
大
矢
育
太
（
全
法
務
）
道

下
さ
つ
き
（
全
司
法
）
小
島
一

宏
（
名
水
労
）
吉
田
豊
（
愛
高

教
）
中
村
幸
彦（
年
金
者
組
合
）

黒
川
直
之
（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
）
渡

辺
直
子
（
建
交
労
）
西
正
哲
夫

（
ナ
ト
コ
労
組
）
小
川
典
之

（
全
国
一
般
・
日
の
出
衛
生
保

繕
支
部
）
真
木
隆
司
（
建
交

労
）
徳
元
博
実
（
名
勤
生
協
労

組
）
西
本
康
志
（
東
海
共
同
印

刷
労
組
）
村
岡
公
誠
（
全
運

輸
）
鈴
村
充
（
学
事
労
）

い
ま
職
場
で
は
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど

の
凄
ま
じ
い
攻
撃
が
労
働
者
を
直
撃

し
て
お
り
、
「
い
つ
首
を
切
ら
れ
る

か
」
不
安
を
持
ち
な
が
ら
働
い
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
が
自
自
公
政
権
は
、
不
当

な
解
雇
を
規
制
す
る
ど
こ
ろ
か
、
財

政
支
援
し
、
リ
ス
ト
ラ
を
促
進
す
る

法
律
ま
で
作
り
雇
用
を
最
悪
に
し
て

い
ま
す
。
失
業
者
は
去
年
一
年
間
で

四
〇
〇
万
人
に
達
し
、
大
企
業
だ
け

で
も
こ
の
四
年
間
で
五
〇
万
人
も
人

減
ら
し
。
今
後
さ
ら
に
日
産
や
Ｎ
Ｔ

Ｔ
を
含
め
二
五
万
人
も
削
減
す
る
予

定
で
す
。

大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
は
、
国
際
競

争
を
勝
ち
抜
き
、
さ
ら
に
儲
け
を
増

や
す
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
に
対
し

て
、
全
労
連
加
盟
の
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
日
産

支
部
や
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
支
部
、
Ｎ
Ｃ
Ｒ

支
部
の
仲
間
た
ち
の
た
た
か
い
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

布
袋
に
あ
る
内
田
油
圧
は
名
古
屋

工
場
を
閉
鎖
し
従
業
員
を
大
口
工
場

と
茨
城
県
土
浦
工
場
へ
配
転
さ
せ
、

余
剰
人
員
は
削
減
と
い
う
リ
ス
ト
ラ

計
画
を
だ
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
内
田
油
圧
支
部
は
、
名
古

屋
工
場
の
閉
鎖
反
対
！
転
勤
・
希
望

退
職
は
断
固
反
対
！
と
「
定
年
ま
で

働
く
会
」
を
作
り
、
た
た
か
っ
て
い

ま
す
。
「
入
社
し
て
数
一
〇
年
。
た

だ
黙
々
と
仕
事
を
し
て
き
た
。
人
生

の
大
半
を
過
ご
し
て
き
た
名
古
屋
工

場
が
閉
鎖
と
は
…
俺
達
の
こ
の
怒
り

を
ど
こ
に
ぶ
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
」

ま
じ
め
に
働
い
て
き
た
従
業
員
の
悲

痛
な
声
で
す
。

企
業
の
身
勝
手
な
リ
ス
ト
ラ
・
人

減
ら
し
が
野
放
し
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
解
雇
規
制
法
・
労
働
者
保
護
法

な
ど
の
法
規
制
が
な
い
か
ら
で
す
。

ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ

ッ
バ
各
国
で
は
、
解
雇
を
規
制
す
る

法
律
が
あ
り
ま
す
。
解
雇
さ
れ
る
場

合
で
も
、
解
雇
さ
れ
る
労
働
者
の
協

議
や
情
報
公
開
を
企
業
に
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
事
前
に
労
働
組
合

と
も
協
議
も
せ
ず
、
労
働
者
の
合
意

も
な
い
乱
暴
な
リ
ス
ト
ラ
は
日
本
だ

け
で
す
。

い
ま
全
労
連
は
、
安
心
し
て
働
け

る
職
場
に
す
る
た
め
に
、
大
企
業
の

身
勝
手
な
リ
ス
ト
ラ
を
規
制
す
る

「
解
雇
規
制
・
労
働
者
保
護
法
」
の

制
定
を
求
め
て
運
動
し
て
い
ま
す
。

五
〇
〇
万
署
名
を
大
い
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

愛 労 連

ホーチミン市労働組合と交流

つつ
くく
ろろ
うう
労労
働働
者者
保保
護護
法法
・・
解解
雇雇
規規
制制
法法
――
５５００００
万万
署署
名名
実実
現現

日額５３６８円、愛知の最低賃金です。月額１２万円程度では、憲法が
保障する「健康で文化的な生活にはほど遠い」のが実態です。
この不当性を「身をもって体験しよう」との愛労連の呼びかけに

応え、１カ月間最賃生活に挑戦しました。体験レポートは名勤生協
労組野々山大輔さんです。

野々山大輔さんの最賃体験日誌抜粋（１・２１～２・２０）
１月２１日	 最賃の初日。出し惜しみして昼食はうどん

にと思ったが、ついランチを注文してしま
った。

【本日の食事】 朝：デニッシュパン、ヨーグルト、バナナ、牛
乳 昼：カレー、サラダ、みそ汁 夜：五目焼
きそば

【本日の支出】 昼ランチ ５００円
１月２８日	 歯科検診で６本の虫歯発見。すぐに治療

が必要で歯医者に行った。
【本日の食事】 朝：バナナ、牛乳、ヨーグルト 昼：みそ煮込みうどん

夜：チャーシュー麺
【本日の支出】 コーヒー代１６０円。昼食５００円。歯医者２７１０円。 計 ３３７０円。

２月１３日� 遊びにも、喫茶店にも行けない。家にいるしかない。退屈でジグソー
パズルをやった。はまってしまった。

【本日の食事】 朝：抜き 昼：クロワッサン・牛乳・スープ・バナナ 夜：うどん
【本日の支出】 バナナ・ほっけ（３日分の食事を精算）計 ４４１円

愛知県の最低賃金で１ヶ月体験
日額

�

５，３６８円 時間額

�

６７１円
野々山さんにあてはめると…

１ヶ月の賃金は…
日額５，３６８円×就業日数２２日


１１８，０９６円
税金・保険料は…

１月で使える自由なお金 ３５，９９８円
１日あたり使える自由なお金 １，１９９円
�固定費は９９年の１年間を月平均で算出。
�税金・保険料・労組費は最低賃金の額で算出。
�家賃は、名古屋市の標準生計費で設定。（実際には６万円）

伊伊豆豆原原 直直ささんんのの

みてある記

第８３号

野々山さんの固定費（単身世帯）

最終回

最
賃
生
活
に
挑
戦

（２）

ベ
ト
ナ
ム
四
日
目
の
朝
、

一
二
月
一
三
日
に
ベ
ト
ナ
ム

労
働
組
合
総
同
盟
傘
下
の

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
労
働
組
合

を
訪
問
。
書
記
長
の
グ
エ

ン
・
ホ
イ
・
チ
ャ
ン
さ
ん

が
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
約
一
時
間

三
〇
分
交
流
を
し
ま
し

た
。
懇
談
の
中
で
、
「
ベ

ト
ナ
ム
で
の
緊
急
課
題
は

労
働
者
の
技
術
養
成
と
失

業
問
題
の
解
決
だ
」
と
チ

ャ
ン
さ
ん
は
語
気
を
強
め

て
言
い
ま
し
た
。
賃
金
問

題
で
は
「
男
女
間
の
格
差

は
ほ
と
ん
ど
無
い
」
こ
と

や
水
準
で
は
外
国
系
の
企

業
が
月
七
五
米
ド
ル
、
次

が
国
営
企
業
の
月
七
〇
米
ド

ル
、
民
間
企
業
が
五
〇
米
ド

ル
と
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
大
別

で
き
る
こ
と
。
企
業
は
国
営

・
民
間
・
他
国
と
の
合
併
と

い
う
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

り
、
数
は
三
千
、
そ
の
う
ち

三
分
の
一
が
国
営
企
業
で
、

全
体
の
七
〇
％
に
労
働
組
合

が
あ
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム

で
は
、
職
場
で
も
家
で
も
女

性
の
役
割
が
非
常
に
高
く
、

組
合
で
も
サ
ー
ク
ル
活
動
で

も
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

す
。日

本
の
企
業
も
ベ
ト
ナ

ム
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
労
働
組
合
に
何

を
期
待
す
る
の
か
」
と
の

私
た
ち
の
質
問
に
は
「
労

使
間
が
悪
く
な
ら
な
い
よ

う
に
、
日
本
の
社
長
に
話

し
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の

返
答
。
さ
ら
に
「
ス
ト
は

や
る
の
か
」
と
の
質
問
に

「
工
場
に
広
が
る
と
困
る

の
で
禁
止
し
て
い
る
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

平
和
問
題
で
は
、
ベ
ト

ナ
ム
は
「
非
侵
略
の
国
」

で
あ
り
、国
民
み
ん
な
が「
平

和
の
こ
と
を
い
つ
も
考
え
て

い
る
」と
自
慢
し
て
い
ま
し

た
。

●

独
立
・
南
北
統
一
し
て
か

ら
わ
ず
か
二
五
年
。
そ
れ
以

前
ベ
ト
ナ
ム
は
フ
ラ
ン
ス
、

日
本
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
列
強

の
植
民
地
。
国
民
の
意
思
と

は
反
対
の
分
割
統
治
、
さ
ら

に
は
独
立
戦
争
と
「
た
た
か

い
の
連
続
」
で
し
た
。
よ
う

や
く
他
国
に
邪
魔
さ
れ
ず
自

分
た
ち
の
手
で
国
づ
く
り
・

発
展
を
と
げ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

街
ゆ
く
人
た
ち
の
明
る
い

笑
顔
。
た
く
ま
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
若
者
。
都
市
と
農
村

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
れ
だ
け

早
く
穴
埋
め
で
き
る
の
か
。

お
な
じ
同
胞
と
し
て
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活

でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

名
勤
生
協
労
組
で
は
、
最
低

賃
金
の
生
活
を
独
身
者
二
名
が

体
験
し
ま
し
た
。

最
賃
体
験
に
突
入
し
て
一
〇

日
目
。
一
人
の
挑
戦
者
の
顔
が

浮
き
ま
せ
ん
。「
灯
油
代
も
ガ
ソ

リ
ン
代
も
ケ
チ
っ
て
夜
も
電
気

代
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
ぐ

に
寝
た
。
テ
レ
ビ
も
見
な
か
っ

た
。で
も
、こ
ん
な
生
活
し
て
い

た
ら
、
長
野
の
彼
女
に
会
い
に

行
け
な
い
。婚
約
が
破
談
に
な

る
！
」と
、一
〇
日
目
に
ギ
ブ
ア

ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
、
一
日
あ
た
り
平
均
七

〇
〇
円
に
押
さ
え
て
生
活
し
ま

し
た
。
「
何
と
か
や
れ
る
か

な
」
と
見
通
し
が
立
っ
た
終

盤
、
急
に
腰
が
痛
み
ま
し
た
。

耐
え
ら
れ
ず
接
骨
院
で
診
察
し

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
「
あ
な

た
、
最
近
、
い
い
生
活
し
て
い

な
い
で
し
ょ
う
。
い
い
生
活
す

れ
ば
治
り
ま
す
」
と
の
こ
と
。

名
医
に
見
破
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
結
局
、
私
は
最
低
賃
金

で
一
カ
月
生
活
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

二
人
が
最
賃
生
活
で
体
を
張

っ
て
証
明
し
た
も
の
は
四
項

目
。
し
か
し
、
こ
ん
な
生
活
が

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
」
で
し
ょ
う
か
。

�
病
気
す
る
な
。
虫
歯
に
な

る
な
。
薬
を
買
う
な
。
医
者
に

行
く
な
！
�
結
婚
な
ん
て
考
え

る
な
。
人
間
関
係
に
ひ
び
が
入

る
！
�
休
日
は
遊
ぶ
な
。
寝
る

の
が
一
番
。
電
気
が
無
駄
に
な

る
！
�
床
屋
に
行
く
な
。
外
食

す
る
な
。
ケ
チ
っ
て
生
活
し

ろ
！一

カ
月
の
最
賃
体
験
を
通
し

て
私
が
つ
ら
か
っ
た
の
は
、
食

事
代
を
浮
か
す
こ
と
で
も
、
う

ど
ん
を
食
べ
続
け
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
ご
と

に
惨
め
な
気
持
ち
に
な
っ
て
、

自
分
の
心
が
卑
し
く
貧
し
く
な

っ
て
い
く
こ
と
で
し
た
。

ト
ムム

ベベ
ナ

２，１９６円
１，１２９円
５，２５４円
８，３７６円
１８，０８１円
８，７４２円
２，３６２円
１７，７２０円
６３，８６０円

電 気 代
水 道 代
ガ ス 代
電話・携帯代
保 険 代
新聞・雑誌
労 組 費
家 賃

計

５，０１５円
１０，２３６円
４７２円
１，２９０円
１，２２５円
１１８，２３８円

健康保険料
厚 生 年 金
雇用保険料
所 得 税
住 民 税

計

１１日日
１１２２００００円円

愛愛労労連連２２００００００
年年春春闘闘要要求求

だだれれででもも、、どど
ここででもも月月額額１１５５

，，００００００円円

時時給給１１００００円円以以上上
のの賃賃金金のの底底ああ

げげをを�

●

●


